
～学修ポートフォリオ利用マニュアル～ 
ポートフォリオは、学生自らが目標を定め、学修状況を記録し、その達成状況を点検すると

いう一連のサイクルを通じて、自立的に学修するためのツールです。本学では、LC の一つの機

能として利用できます。ポートフォリオは「継続的かつ定期的に学びを振り返ることを通じて

学修の到達度を確認し、取り組むべき課題を発見することができる」「教員から個別指導を受

けることで適切な学修支援を獲得して学びを深化させ、さまざまな知識と技能を自主的に修得

することができる」「様々な学修の体験を繰り返すことで、生涯にわたり身につけるべきキャ

リア「能力」を形成することができる」とされています。 

 

１．学修目標の設定と学修成果の振り返りの流れ 
[入学時]   過去の自分を振り返ることで、自分の長所、短所を把握し、未来の目標へとつなげることを目

的として、学修目標を登録します。 
[在学中]  目標設定  セメスターまたは年度の初めに目標を学修成果シートに登録します。指導教員

は、学生の目標を参照することができます。 
日々の学習  日々、目標に向けた活動の記録を登録します。レポートや実験結果等の成果物

ファイルを蓄積することがきます。 
達成度確認  現状の修得単位状況や達成度、評価をグラフにて視覚的に参照することができ

ます。 
振 り 返 り   各セメスターの終わりに学修成果シートにて成果を確認し、自己評価および定性

的な成果の入力が行えます。振り返りの項目入力の際には、蓄積した活動記録をリン
ク付けすることができます。 
指導教員は、 学生の自己評価、振り返りを参照することができます。 

[卒業時]   卒業までの経過を振り返り、最終セメスターには成果をとりまとめ登録します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



２．長期的な目標の設定（学修目標登録） 
 （menu）→ 学修ポートフォリオ → 学修目標 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 ※学修目標内の「履修カルテ」（データのアップロード）について 
 
 

 

入力項目： 
自己認識、年次ごとの目標、セメスタ
ーごとの活動記録、教職履修カルテ
（教職登録者のみ活用） 
※入力は任意で、編集は随時可能 

一部で利用開始しましたが、特段指示がない場合は何もし
なくて問題ありません。 

 

 

 



３．短期的な目標の設定（学修成果シート登録） 
 （menu）→ 学修ポートフォリオ → 学修成果シート（目標） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※「基盤教育」「学類」「英語」の区分がありま
す。履修登録した区分ごとに”目標”、”成果”の
入力が必要です。（英語は成果のみ）一番上
の「基盤教育」で終わらず、ページを送って「学
類」「英語」の入力も忘れずにお願いします。 
※履修登録がない区分は入力不要 
※「英語」は基盤の英語科目が該当します。 

 

※入力期間外は編集できません。 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

※右上に入力期限（締め切り）の表示。 
期限内に入力・登録を完了してください。 
※履修登録がない区分は入力不要 
※目標（文章登録）以外に、区分ごとの
ルーブリック（学習到達度を示す評価基準を、観

点と尺度からなる表として示したもの）を参照しな
がら数値目標の設定も行います。 

※「基盤教育」「学類」「英語」の区分があります。履修登録した区分ごとに”目標”、”成果”の入力が
必要です。（英語は成果のみ）一番上の「基盤教育」で終わらず、ページを送って「学類」「英語」の
入力も忘れずにお願いします。 ※履修登録がない区分は入力不要 

 

 

 

※「基盤」「英語」については、3，4 年生の入力漏れが非常に多く、そのことによる支障が大きいの
で、当面 3，4 年次の目標、成果の入力は履修登録が行われた場合でも対象から外します。 



４．学修成果の振り返り（学修成果シートの振り返り） 
 （menu）→ 学修ポートフォリオ → 学修成果シート（活動成果） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
★セメスターごとに 目標 → 活動成果 の入力を行い、卒業時まで繰り返

します。入力を怠ると次セメスターの履修登録ができなくなるので、ご注意く
ださい。各入力の期間は教務スケジュールで確認してください。 

 

※「基盤教育」「学類」「英語」の区分
ごとの入力が必要です。ページを送って
それぞれ入力してください。 
※履修登録がない区分は入力不要 

 

 

※入力期間外は編集できません。 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

※右上に入力期限（締め切り）が
表示されます。 
期限内に入力・登録を完了してくだ
さい。 

※「基盤教育」→「学類」→「英語」で
区分ごとに入力してください。 
※履修登録がない区分は入力不要 

※「基盤」「英語」については、3，4 年生の入力漏れが非常に多く、そのことによる支障が大きいの
で、当面 3，4 年次の目標、成果の入力は履修登録が行われた場合でも対象から外します。 



（「英語」（成果入力のみ）について） 

 
英語「活動成果」を押下。 

 
「活動成果を編集」を押下。 

 
「追加」からコメントを入力します。 



 

今セメスターを振り返って、コメントを自由に入力してください。 
そのまま下にスクロールして、各項目の自己評価を入力してください。 

 
「英語 A」の入力部分に続き、「英語 B」の入力部分があるので、それぞれ到達目標に照らして対応する項
目について自己評価の値を入力します。 
※履修登録がない場合は入力不要（英語 B しか受けていない場合など） 



 
最後に「登録」を押下。 
前のページに戻って「活動成果を提出」で完了。 

 

 

 
 
 
 
 
※学類や英語の項目はスクロールして下のほうにありますので、忘れないようにしてください。 
 
※「基盤」「英語」については、3，4 年生の入力漏れが非常に多く、そのことによる支障が大きいので、 
当面 3，4 年次の目標、成果の入力は履修登録が行われた場合でも対象から外します。 
 

この状態ではまだ完了して
いない 

「活動成果を提出」で
完了 

「提出済」 

※「基盤」「英語」については、3，4 年生の入力漏れが非常に多く、そのことによる支障が大きいの
で、当面 3，4 年次の目標、成果の入力は履修登録が行われた場合でも対象から外します。 



５．成績情報を参照する 
 （menu）→ 学修ポートフォリオ → 成績ダッシュボード 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

「成績ダッシュボード」はホーム画面に
も表示されています。 

この機能は使用しません。 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 



６．活動の記録を登録する 
 （menu）→ 学修ポートフォリオ → 活動記録 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

「活動記録」は任意項目ですが、大学
生活上の様々な活動記録とその振り
返りに活用してください。 

 

 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
不明な点があれば、 k-kikaku@adb.fukushima-u.ac.jp までお知らせください。 


